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近年の日本語教育多読においては、この 4 原則を一部追加修正した実践も見られるよう




を自立的な読み手にさせる効果があることなどである。（福本 2004、熊田・鈴木 2015 な
ど）これらの実践、報告は中級段階以上のものが多いが、初級あるいは初中級においても




















（本実践は 10：50～12：20 の後半の授業時間に行った。） 
学習者数：21 名（ベトナム 7 名、インドネシア 5 名、ネパール、スウェーデン、カナダ、






























表 1 スケジュール 
4/16 導入 
多読（30 分） 6/7 ドラフト作成 
4/24 多読（40 分） 6/12 ドラフト作成 
5/7 多読（40 分） 6/15 ドラフト修正① 
5/14 多読（40 分） 6/19 ドラフト修正② 


































授業後のアンケートで、本活動について聞いたところ、回答者 19 名 1中「とてもいい」
と答えた学習者は 13 名、「いい」と答えた学習者は 5 名、「まあまあ」と答えた学習者は 1





































 1 アンケート実施日に欠席者がいたためアンケート回答者は 19 名であった。 
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